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所管事務調査報告書 

 

本委員会は、所管事務調査を下記のとおり終了したので報告します。 

 

記 

 

１ 調査事項 

（１）適正な職員配置のあり方について    ６月２６日 

（２）公共交通事業について         ７月 ４日 

（３）自治体ＤＸについて          ８月 ２日 

 

２ 調査結果 

（１）適正な職員配置のあり方について 

   現在の職員数、職員ピラミッド及び包括事務業務委託の職務内容、人数

について説明を受け調査した。 

意見 

① まちづくりを担うリーダー養成のためにも、関係部署の人事配置に配

慮されたい。 

② 保育士、保健師の人材確保のために引き続き、大学、専門学校への訪

問を継続し、また、不足する土木技師確保については、退職後の人材

や、国の制度を活用した専門家等の採用も検討すべきである。 

③ 時間外勤務が多い部署においては、人員補充の対策を図られたい。 

 

（２）公共交通事業について 

   地域公共交通計画の策定等に係る進捗状況及び、対策と方針について説

明を受け調査した。 

意見 

計画策定には、町民の声や意見を十分に尊重し、より効果のある公共交通



 

事業になるよう工夫されたい。 

 

（３）自治体ＤＸについて 

   取り組み状況や、今後の方向性について説明を受け調査した。 

意見 

執行部と議会との共通認識を図り進めることが大切である。また、職員の

事務効率向上だけはなく、町民のサービス向上を目指したＤＸとするべきで

ある。 

 


